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後 期研 修 を始 め て

麻酔科 後期研1多医 :小 島 明 子 ― 一
―‐一 一 ―― ― ― ― ― ― ― ―一 ―― ― ― ― ― ― 。一 ―― ― ――

はじめまして。私は平成18年に愛知医科大学を卒業し、愛知県尾張旭市の旭労災病院で医師初期研1易 を終了

しました。医師 3年目の今年4月より松波総合病院の麻酔科に勤務することになりました。

手術室での勤務が主となるため、皆さんにあ会いする機会は内科・外科の先生万に比べ少ないです。麻酔

科では皆さんの手術が円滑 |こ終了するよう12手術中の全身管理を行つています。手術中はすぐ傍に麻酔科医

があり術中の皆さんの安全を担っています。テレビドラマや小説、マンガなどで麻酔科をご存矢□のかたも増

えてきましたが、手術を受けない限りはやつばりまだまだなじみのない科だと思います。今後、手術をうけ

る機会があれば麻酔科の存在を少しでも意識していただけるとうれしいです。

松波総合病院 c~勤務して約2週間がたちました。病院が大き<て広いので最初は院内で迷子になっていたく

らいです(笑 )。 まだまだ慣れない事もありますが、新しい環境 。スタッフの中で毎日を頑張っていますのでよ

ろし<お願いします。

一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 麻酔科 後期石11多医 :田 中 亜 季

皆様はじめまして。私は平成 18年に岐阜大学を卒業し、岐阜県関市にある、中濃厚生病院で 2年間の初期

臨床研修を終え、この 4月に松波総合病院麻酔科に着任いたしました。

麻酔科と言うとどんなことをしている科なのか、内科や外科よりもわかりに<い方も多いと思います。

患者さんが痛がつていては手術になりません。痛みを取り、3寺 こは眠らせ、手術 しやすいようこ筋肉が動

かないようにし、術後も痛みをコントロールする…大雑把ですが、これが麻酔科の主車日となるお仕事です。

もちろん、手術にはいろいろな種類があり、麻酔方法も術後の管理も様々です。

私自身手術を受けた経験があるのですが、矢□らないうちに息が止まり、 0乎吸の管理をされ、手術が終わ

り、術後も全<痛 <な <、 本当に本当にびっ<り したことを覚えています。

一時的とはいえ、患者さんの息を人為的に止め、心臓に負担がかかつたり、血圧が下がるような麻酔薬を

投与するのですから、いかに全身管理をして、手術可能な状態を作るか、とても繊細な技術を要する分野だ

と思います。

初期臨床研修の 2年間のうち麻酔科も選択しましたが、矢□識も技術も未熟で、皆様 12助けられつつ勉強の

毎日です。手術を終えられた患者さんに、「全<覚えがない」「今も痛<ない」と言っていただけるよう、

日々努力してまいりますので、よろし<お願いいたします。

内科 後期研修医 :青]松 元 日召 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ‐

皆さんこんにちは。私は、平成18年に岐阜大学を卒業し、大山中央病院で1年間、岐阜大学病院で1年間の

初期研修を終了後、今年4月 から内科にて後期臨床研修をさせていただ<こ ととなりました。今後は内科全

般、特に糖尿病専門医を目標に研鑽を積みたいと考えております。

新聞や TVのニュースで話題 |こなつており皆さん笹p存矢0ではあると思いますが、今年4月からメタボリック

シンドローム健診、通称メタボ健診が始まりました。詳糸日は省きますが、ウエストが男性 85cm、 女性 9

0cm以 上であると危険信号です。こうならないために普段から食生活の見直し、また運動をする習慣をつ

けて病気になるのを予防しようということがこの健診の目標です。「腹八分目医者いらず」とは昔の人はう

ま<いったものですが、食生活の見直しがメタボ対策の基本になってきます。

このメタボ健診が始まったことによつて今後は病気を予 Sl」 する0寺代に入ったといえます。及ばずながら内

科医の立場から、メタボ予防の一助ができればと考えております。

さて私の今の状況はというと、新 しい環境の中で気持ちも新たにして診療に取組んでおります。まだまだ

経験不足で皆さん12助けていただいている部分が多いのですが、笑顔を絶やさず皆さんから早<信頼される

よう努力して参りますので宜し<お願いいたします。



皮膚科 のお話 醸 麟 智美
5月から皮膚科の診療を担当しています、藤澤智美です。

皮膚科は、水虫、湿疹、いぽ、おできなど皮膚の表面が変化し、日に見える病気で受診されます。

そして塗り薬や飲み薬を使つて、日寺には削ったり切除したりしながら、元の状態に戻して<ために

治療をしています。

皮膚を通して皆様の健やかな毎日のためにお手伝いをさせていただきます。

夏は感染症の季節です。
水虫も感染症のひとつです。白癬菌というカビの一種が皮膚の湿つたところに住み着いてしまい、

足の指の間がグチュグチュしたり痒<なったりしてしまいます。白癬菌が爪の中 c‐ 入ると白<厚 <
なってしまいます。水虫を放置していると時々足が腫れ上がってしまうことがあります。また家族

に感染することもありますので、是非一度、皮膚科にいらして<ださい。
お子さんは、水いばや、いばができやすくなります。
これらも感染症です。お友達同士で遊んでいるとうつしてしまうことがありますので、プールが

始まる前には治しましょう。
また、とびひも夏の感染症です。痒いので3つかいていると体中にすくに広がります。感染力が

強いので家族の皆さんにうつることがあります。飲み薬ですくに良<な りますので、とびひが出始
めたら早めに受診して<ださい。

「いつもと違うな。J「おかしいな。」「こんなものあったかしら ?」 ということはありません

か? ちょっとした変化の後ろに大きな病気が隠れていることがあります。しかし、皮膚は外から見

える臓器です。ご自分でまたは家族の方が気づいて<ださって早<対応することができます。「恥

ずかしいから…」「大した事ないから…Jとあつしやらず、皮膚科に気軽にご相談ください。

「第7回 濃尾医療連携セミナー」 開催
地域医療事業部 ソーシヤルワーカー 津嘉山 隆

去る4月 19日 (土)、 グランヴエール岐山において「第7回 濃尾医療連携セミナー」が開催されま

した。連携医の先生方、他医療機関の職員の方々、当院職員を含め200名を超える参力0者となり、下
記の2つの請演に耳を傾けました。

◎『H PⅥ o�除菌の臨床』
松波総合病院 内科 早崎 直行

ご講演頂いた野村先生のお話にもありました通り、厚生労働省は、更に在宅医療に重点を置<万
向で進んでいます。今回のセミナーのように、様々な地域で展開されている地域医療についての勉
強を深め、それをこの地域にも生かせるように開業医の先生と更なる連携を進めてい<努力が必要
であると感じました。
当院では222の開業医の先生と連携させて頂いておりますが (平成20年5月 1日現在)、 普段より患

者様には『かなりつけ医』をお持ち頂き、検査や入院の必要が生じた際 c‐ 、『かかりつけ医』の先
生より当院にご紹介して頂<という流れをご説明させて頂いてあります。万が一病気にかかられて

も、慌てることがないよう、そして安心してこの地域で暮らすことが出来るよう、『かかりつけ
医』を持たれることをお勧めします。

『かかりつけ医』をお持ちでない方、どのように探して良いか分からない方、連携医の先生をご紹

介させて頂きます。当院の担当医にご相談頂<か、地域医療事業部までご相談<ださい。

◎ 『かかりつけ医が実践する在宅医療』

野村内科クリニック院長 野村 良彦先生

血 お,5じ
■糖尿病教室 ※糖尿病が気になる方はどなたでも気軽にご参力0<ださい。

◎毎週水、金曜日 5階病棟デイルームにて 午後 1時～ 2時
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